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TIPS＆TRICKSを超えた“本気で使える”テクニック

「標準」と「過去」で天国と地獄！

標準準拠モードは、CSSの仕様書に正

確に従った表示をするためのモードだ。

過去互換モードは、以前のIEやナビゲー

ター4での慣習をなぞった表示（仕様に沿

っていない間違った表示）になるモードだ。

この2つのモードは、HTML文書の先頭

にある文書型宣言（<!DOCTYPE ～>）

の種類で切り替わる。どのブラウザーで

も、左の図のようにシステム識別子（

"http://～.dtd" ）のあるHTML 4.01の文

書型宣言があると標準準拠モードになる。

文書型宣言のないHTMLやHTML 2.0、

3.2、またシステム識別子のないHTML 4.01

Transitionalの文書型宣言では過去互換

モードになる。

この2つのモードの問題点は、「モードの

違いによって表示がどう変わるか」という

こと自体がブラウザーによって大きく違う

ことだ。この点がウェブ制作者を混乱させ

る原因になっている。

ウィンドウズ版IE 6、マッキントッシュ版IE 5、そしてネットスケープ6以降には、CSSの表示に2つのモードがある。「標準準拠モード」

と「過去互換モード」だ。これは、CSSの標準仕様に厳密に従いながら、古いブラウザーとの互換性も保つための機能なのだが、現在

ウェブ制作者の頭痛の種となっている。自分のページで最新のブラウザーに対応しながらCSSを活用していくには、この2つのモード

の違いを十分に研究しておく必要がある。

今回紹介したテクニックは internet.impress.co.jp/maniax/でソースを公開！文：佐藤和人

CSS（スタイルシート）の2つのモード

マ ジ

※ソース中の マークは誌面レイアウトの関係で改行していますが、実際はここには改行は

入りません。

MANIAX MANIAX

標準準拠モード 

過去互換モード 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01//EN"

"http://www.w3.org/TR/html4/strict.dtd">

<html>

<head>

・・・・

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01

Transitional//EN">

<html>

<head>

・・・・
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③ tips1-3.html（CSS部分）

table, caption { margin-left: auto; margin-right: auto; }
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［ センタリングの謎を解く ］
center要素などを使わずに、CSSだけで表をセンタリングするのは、実は難しい。CSSの

仕様とブラウザーの実際の解釈、標準準拠モードと過去互換モードの違いを把握していな

いと頭を悩ませることになる。

① tips1-1.html（CSS部分）

text-alignでセンタリングしてみるが…… ネットスケープ6、7には効かない。

text-alignは
間違いだ

CSSを使って表をセンタリングしてみ

よう。ソース①のようにdiv要素のtext-

alignプロパティーをcenterとする。ソ

ース②のようにそのdiv要素でtable要

素を囲む。するとIEではうまくセンタリ

ングされる。ところがネットスケープ6

や7では、表が左に寄ったままだ。これ

はどうしたことだろう。

実は、text-alignで表がセンタリング

されるのは、CSSの解釈としては間違

いなのだ。text-alignは「ブロック要素

の中身のテキストの揃え方」であって、

tableなどのブロック要素をまるごと中

央に揃えるものではない。

IEがtext-alignで表をセンタリングす

るのは、IE独自の解釈にすぎない。ネ

ットスケープ6や7はCSSの仕様に従っ

ているだけなのだ。

左右の余白を
autoにせよ

CSSで表を正しくセンタリングするに

は、ソース③のように tab le要素の

margin-leftとmargin-rightの両プロパテ

ィーをautoにする。すると、CSSでは左

右の余白の大きさは同じと見なされる。

表は決まった幅を持っているので、左

右に同じ長さの余白が空き、センタリン

グされることになる。

IE 6では、標準準拠モードのときに

左右の余白をautoにすると表がセンタ

リングされる。困ったことに、ブラウザ

ーとモードによってどんな動作になるか

は、左下の表のようにばらばらだ。古い

ブラウザーでもセンタリングさせたいな

ら、ソース①と②のようにtext-alignを

指定したdiv要素でtable要素を囲んで

おく必要がある。

なお、ネットスケープ6と7では、ソー

ス③のようにcaption要素でもmargin-

leftとmargin-rightをautoにしないと、

表のキャプションがセンタリングされな

いことに注意。

div.block1 { text-align: center; }

th { background-color: #4040FF; color: white; }

td { text-align: right; background-color: white; }

td.player { text-align: left; }

caption { font-weight: bold; }

② tips1-1.html（HTML部分）

<div class="block1"><table>……</table></div>

tableのmargin-leftとmargin-rightをautoにする。 captionのmargin-leftとmargin-rightもautoにする。

■ブラウザーによる動作の違い

ブラウザー 標準準拠モード 過去互換モード

WinIE 6 センタリング センタリングしない
MacIE 5 センタリング センタリング
ネットスケープ6以降 センタリング センタリング
WinIE 6 センタリング センタリング
MacIE 5 センタリングしない センタリング
ネットスケープ6以降 センタリングしない センタリングしない

margin-leftとmargin-right
にautoを指定

text-align: centerを指定
したdiv要素でブロック要
素を囲む
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② tips2-3.html（CSS部分）

#p1 { -moz-box-sizing: border-box; }

① tips2-1.html、tips2-2.html（CSS部分）

標準準拠モード 過去互換モード

#p1 { font-family: monospace;

width: 20em; height: 6em; background-color: yellow;

padding: 1em; border: 1em solid black; }
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モードによって
サイズが変わる

CSSでwidthやheightプロパティーを

使うと、要素の幅や高さを固定できる。

この「幅」や「高さ」とは、いったいどの

部分の幅や高さのことなのだろうか。

CSSの仕様では明快だ。widthと

heightは、左の図のように要素の中で

テキストを表示する部分の幅と高さだ。

ところが古いバージョンのIEは、border

（枠線）とpadding（枠線とテキストの間

の余白）を含む部分の幅と高さと解釈し

てきた。ウィンドウズ版IE 6とマッキン

トッシュ版IE 5は、標準準拠モードで

は仕様に従ってwidthとheightを解釈す

る。過去互換モードでは、borderや

paddingを含めた幅と高さにする。
ソース①では、フォントを等幅フォン

トにして2つのモードで表示どう変わる

かを実験してみた。widthプロパティー

に20emを指定しているので、標準準拠

モードでは20文字分の全角文字が横に

おさまる。過去互換モードではborder

とpaddingの分だけ幅が狭くなり、16文

字しか入らない。

表示を
統一するには

ネットスケープ6と7は、標準準拠モ

ードでも過去互換モードでもwidthと

heightの解釈はCSSの仕様に従う。な

ので、古いIEとネットスケープ6、7で同

じ幅と高さにしようとすると困ってしま

うことになる。

これを解決するには、まず文書型宣

言を使ってCSSを過去互換モードにす

る。これで、古いIEと最新のIEの表示

が同じになる。次に、ソース②のように

ネットスケープ独自のプロパティーであ

る-moz-box-sizingを指定して、値を

border-boxとする。するとネットスケー

プ6、7はwidthやheightを要素の枠線

を含めた幅や高さと解釈する。古いIE

と同じような表示にするにはこの裏技

を使うしかない。

以前にCSSを使ってデザインしたページを新しいブラウザーで表示させたときに、表示が

大きくずれてしまったときは、2つのモードの違いを疑うといい。幅と高さに関するプロパテ

ィーに関しては特にそうだ。

［ widthとheightの真相 ］

border

padding領域 

テキスト 
…………………………… 
テキスト 
…………………………… 

正しい
height

正しいwidth

IEの過去互換 
モードのheight 
 

IEの過去互換モードのwidth

■widthとheightの意味

-moz-box-sizingを指定したネットスケープ7。 IE 5.5でもだいたい同じ大きさになる。
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function winWidth() {

if(window.innerWidth)

return window.innerWidth;

else if(document.compatMode == "CSS1Compat")

return document.documentElement.clientWidth;

else

return document.body.clientWidth;

}

③ tips3-1.html、tips3-2.html（JavaScript）
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html { background-color: #FF8080;

border: 4px solid red;

scrollbar-base-color: yellow; }

body { margin-left: 1em; margin-right : 1em;

color: black; background-color: #80E0E0;

border: 4px solid red; }

① tips3-1.html、tips3-2.html（CSS部分）

html, body { scrollbar-base-color: yellow; }

② IE5.5、6どちらでもスクロールバーに色を付ける

CSSでスクロールバーに色を付ける機能は、ウィンドウズ版IE 5.5以降の独自機能だが、

面白い効果を出せるので人気が高い。しかし、「スクロールバーはどの要素の上にあるの

か」を知らないと、混乱することがあるかもしれない。 htmlとbodyに
別の背景を付ける

ソース①のようにhtmlとbodyに別の

背景色を指定したページを見てみよう。

CSSの仕様では、ページの内容は「ル

ート要素」つまりhtml要素の上に載って

いると見なされる。ウィンドウズ版IE 6

の標準準拠モードではhtmlとbodyに

別々の背景色が付く。過去互換モード

ではbodyの背景色が全体に塗られる。

マッキントッシュ版IE 5とネットスケー

プ6、7では、2つのモードにかかわりな

くCSSの仕様に従って別々の背景色が

付く。

このようにIE 6では、ページの内容

が載っている要素は、標準準拠モード

ではhtml要素、過去互換モードでは

body要素になる。標準準拠モードでは、

スクロールバーの色はbodyではなく

htmlに指定すればいい。しかし、htmlに

指定するとIE 5.5で反映されなくなっ

てしまう。ソース②のようにhtmlとbody

の両方に指定すれば、IE 5.5でもIE 6

でも反映される。

JavaScriptでも
要注意！

CSSの2つのモードは、JavaScriptを

書くときにも影響してくる。ブラウザー

画面の幅と高さを取得するには、これま

でのIEではdocument.body（つまり

body要素）のclientWidthとclientHeight

を参照すればよかった。しかし、IE 6

の標準準拠モードでは、document.

documentElement（つまりhtml要素）の

clientWidthとclientHeightを参照しなけ

ればならない。

ソース③は、ブラウザーの画面の幅

を取り出す関数だ。do c um e n t .

compatModeはCSSのモードを調べる

プロパティーで、値が「CSS1Compat」

なら標準準拠モードになる。ネットスケ

ープ、標準準拠モードのIE 6、それ以

外のIEで共通して画面の幅を調べるに

は、こうした関数を用意するといい。

標準準拠モード

過去互換モード

body要素

html要素

body要素

［ 色が付くのはhtml? body? ］
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